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表１　高校卒業予定者の都道府県別就職希望率(21年12月末現在)
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図２　高等学校卒業（予定）者の内定率（近畿２府４県）�  
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　春になり、卒業、入学、就職と節目を迎えた方も多かったことと思います。長く続く不況も、

持ち直しの兆しが見えると言われていますが、高校生の就職についてはどうなっていたでしょうか。

　文部科学省では、毎年高校卒業予定者の就職

内定状況を、10月末、12月末、３月末時点で全

数調査し、集計をしています。表１は、平成22

年３月卒業予定者の12月末時点での就職希望率

の状況です。少子化の影響を受けて大学に入学

しやすくなったためか、就職希望率は以前に比

べ若干低くなっています。なかでも京都府は就職希望率が低く、10％以下となっており、東京都

やその周辺についても同じです。身近に大学が多くあるところは、進学希望率が高く、就職希望

率は低くなるのでしょうか。

�では、就職を希望した人の内定状況はどうなっているでしょう。図２は、近畿２府４県の平成

21年３月卒業者と平成22年３月卒業予定者の内定状況を表したものです。10月、12月、３月と経

過するに従って内定率は上がっていますが、今年は前年より内定率が低くなっていたことがわか

ります。大阪府や和歌山県は７割以下の内定率となっており、卒業の３月末までに就職先を見つ

けることがとても大変な状況になっていました。京都府は昨年10月末時点では57％でしたが、12

月末には近畿のなかでもトップで８割を超える内定率となっています。３月末には就職希望者全

員の内定が決まっていてほし

いものです。

　高校を卒業する人にとって、

進学するか就職するか、進路

はとても大きな人生の節目に

なります。景気の影響によっ

て進路を変更しなければなら

ないことのないようにしてい

きたいものです。40
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